




















（２）         	 
 
す る たし ぬ たり つ ず べし めり けり らし・らむ・けむ























下 らる さす ぬ たり まほし ず まじ つ べし めり 止なり き まし けり む らむ けむ
らる ＼ × × × × × × × × × × × × × × × ×
さす ○ ＼ × × × × × × × × × × × × × × ×
ぬ ○ × ＼ （１） × × × × ※ × × × × × × × ×
たり ○ ○ ① ＼ × × × × × × × × × × × × ×
まほし × ○ ○ × ＼ × × （２） × × × × × × × × ×
ず ○ ○ ※ ○ △ ＼ × ※ （３） × × × × × × × ×
まじ ○ ○ × ○ × × ＼ × × × × × × × × × ×
つ ○ ○ × ○ ② ○ ○ ＼ （４）（５）（６） × × × × × ×
べし ○ ○ ○ ○ × ③ ※ ④ ＼ × × × × × × × ×
めり ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ⑤ ○ ＼ × × × × × × ×
止なり ○ × ○ ○ × ○ ○ （６） ○ × ＼ × × × × × ×
き ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ＼ × × × × ×
まし ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ △ × × × ＼ × × × ×
けり ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ＼ × × ×
む ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ × × × × × ＼ × ×
らむ ○ ○ ○ △ × △ × ○ ○ × × × × × × ＼ ×





























































































（２６） Ⅰる・らる ＞ Ⅱす・さす ＞ Ⅲぬ ＞ Ⅳたり・まほし ＞ Ⅴず・まじ

























９０ 小 田 勝
とめられる。
（３２） つ ぬ たり き けり
「む」下接 ○ ○ ○ × ×
「ず」下接 × × ○ × ×






















（３５） 承接順位 階層 階層補正
（ら）る １ １ １
（さ）す ２ １ １
ぬ ３ ３ ２※
たり ４ ３ ２※
まほし ４ ２ ２
ず・まじ ５ ２ ２
つ ６ ３ ２※
べし ７ ２ ２
めり・終止なり ８ ５ ５
き・まし ９ ４ ５※
けり １０ ５ ５
む・らむ・けむ １０ ６ ６
９１中古和文における助動詞の相互承接について
（３６） 階層 つつ て とも 未ば 已ば ど・ども
１ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２ × ○ ○ ○ ○ ○
３ × × ○ ○ ○ ○
４ × × × ○ ○ ○
５ × × × × ○ ○



































一位 す さす しむ
二位 る らる
三位 つ ぬ たり り べかり ざり たかり たがる
四位 けり めり ず
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